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～今年こそ全道大会優勝へ～ ＪＡ道東あさひ野球部恒例の牧草ロール転がし：第10回 別海町ウエスタンカーニバル
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道東あさひ吾久里塾第3期生開講式
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あさひ四兄弟
長男 たいよう・次男 だいち
長女 みどり・次女 みるく

根室管内ＪＡ役職員野球大会優勝　応援ありがとうございました。

を を守ろう守ろうを守ろうＴＰＰＴＰＰからからＴＰＰから
北海道農業　地域社会
命　国民　暮らし
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根室管内ＪＡ役職員野球大会

全
道
大
会
へ
好
発
進

　

７
月
10
日
、
別
海
町
営
球
場
と
別
海
中
央
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
平
成
28
年
度
根
室
管
内
Ｊ
Ａ
役
職
員
野
球
大
会
が
開
催
さ

れ
、
Ｊ
Ａ
や
連
合
会
な
ど
計
６
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
全
道
大
会
へ
の
切
符
を
懸
け
て
戦
い
ま
し
た
。

　

道
東
あ
さ
ひ
チ
ー
ム
の
初
戦
は
、
昨
年
の
決
勝
戦
で
対
戦
し

た
Ｊ
Ａ
中
標
津
。
先
発
し
た
方
波
見
拓
投
手
は
、
序
盤
で
得
点
圏
に
ラ
ン
ナ

ー
を
許
す
ピ
ン
チ
が
あ
っ
た
も
の
の
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
良
い
速
球
で
要
所

を
締
め
、
７
回
を
完
封
し
ま
し
た
。
打
線
は
、
相
手
守
備
の
隙
を
突
い
た
好

走
塁
な
ど
が
光
り
、
３
対
０
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
Ｊ
Ａ
標
津
、
連
合
会
に

勝
利
し
た
Ｊ
Ａ
計
根
別
と
対
決
。
先
発

の
長
谷
川
龍
佑
投
手
は
、
初
回
に
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
浴
び
る
な
ど
３
失
点
を
許
し

た
も
の
の
、
そ
の
後
は
安
定
し
た
投
球

で
７
回
を
投
げ
切
り
ま
し
た
。
打
線
も

３
回
以
降
の
毎
回
得
点
で
先
発
の
好
投

に
応
え
、
８
対
３
の
快
勝
で
優
勝
し
、

全
道
大
会
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
最
優
秀
選
手
賞
は
、
決
勝
戦
で

人
生
初
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
営
農

部
の
阿
部
祐
太
選
手
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
24
日
か
ら
江
別
市
で
開
催

予
定
の
全
道
大
会
に
向
け
、
荘
司
誠
監

督
は
「
打
線
の
強
化
を
中
心
に
取
り
組

み
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
炎
天
下
の
中
、
多
く
の
組
合

員
の
皆
様
に
応
援
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

第 58 回ねむろ港まつり

千
人
踊
り
＆
根
室
盆
踊
り
で
乳
製
品
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ

　

根
室
で
行
わ
れ
る
毎
年
恒
例
の
行
事
の
一
つ
「
ね
む
ろ
港
ま

つ
り
」
が
７
月
16
日
、
17
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
の
１
日
目
に
開
催
さ
れ
る
「
千
人
踊
り
」
に
乳
製
品
の

消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
、
Ｊ
Ａ
事
業
Ｐ
Ｒ
の
た
め
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
千
人
踊
り
」
は
根
室

市
街
を
踊
り
な
が
ら
進
ん
で
い
き
ま

す
。
今
年
は
牛
の
着
ぐ
る
み
も
活
躍

し
、
沿
道
で
見
物
し
て
い
る
子
供
達
も

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
去
年
も
参
加
し
て

い
て
も
、
１
年
が
経
つ
と
踊
り
を
忘
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
職
員
も
お
り
、
進
む

に
つ
れ
て
徐
々
に
思
い
出
し
、
い
つ
の

間
に
か
踊
れ
る
様
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
今
年
も
根
室
市
の
各
団
体
が
参
加

し
、
全
部
で
800
人
弱
の
参
加
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
千
人
に
は
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
沿
道
の
見

学
者
も
多
く
良
い
Ｐ
Ｒ
の
場
に
な
り
ま

し
た
。

　

根
室
市
内
は
７
月
が
盂
蘭
盆
に
な
る

の
で
す
が
、
市
内
で
行
わ
れ
る
盆
踊
り

に
も
参
加
し
ま
し
た
。
商
店
街
の
道
路

を
一
部
封
鎖
し
櫓
を
中
心
に
周
り
ま

す
。
今
後
も
色
々
な
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
乳
製
品
消
費
Ｐ
Ｒ
作
戦
を

行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

優勝旗を受け取る刈屋主将

７月２０日に開催された盆踊り 千人踊りに参加した支所職員
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今
年
度
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
内
容
見
直

し
に
よ
る
磨
き
上
げ
に
よ
り
、
国
で

示
さ
れ
た
政
策
課
題
に
沿
っ
て
①
労

働
負
担
の
軽
減
、
②
自
給
飼
料
の
拡

大
、
③
担
い
手
の
育
成
の
３
点
を
重

点
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
で
作
成
し
た
酪
肉
近
の
基
本
方

針
で
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
酪
農
経

営
類
型
と
し
て
タ
イ
プ
別
経
営
を
基

本
に
中
核
的
な
取
組
み
と
し
て
規
模

拡
大
意
欲
の
あ
る
酪
農
家
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
昨
年
末
に
は
67
戸
が
規

模
拡
大
意
向
で
あ
り
、
そ
の
内
畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を
活
用
し
た
い
と

57
戸
が
手
を
挙
げ
て
お
り
、
32
戸
の

方
が
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
を
希
望

し
て
い
ま
す
。
意
欲
あ
る
酪
農
家
が

ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
畜
舎
建
設
に
向
け
て

取
り
進
め
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平

成
26
年
度
補
正
予
算
分
と
平
成
27
年

度
予
算
分
で
は
、
10
戸
の
採
択
が
な

さ
れ
、
実
施
農
家
に
つ
い
て
は
、
平

成
32
年
度
ま
で
に
計
７
，６
７
６
ｔ

を
増
産
す
る
計
画
と
し
て
お
り
、
本

年
度
か
ら
は
本
格
的
に
稼
働
し
て
お

り
ま
す
。

道
東
あ
さ
ひ
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

道
東
あ
さ
ひ
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

平
成
平
成
2626
年
度
に
設
立
し
た
道
東
あ
さ
ひ
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
。

年
度
に
設
立
し
た
道
東
あ
さ
ひ
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や
、
今
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や
、
今
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

道
東
あ
さ
ひ
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画

平
成
26
年
度
に
設
立
し
た
道
東
あ
さ
ひ
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や
、
今
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

特集

分業化・省力化に
よる効率化で規模
拡大を図る大規模
法人経営

作業の外部化と
ロボット導入に
よる大規模家族
経営

タイプⅡ

タイプⅢ

集約放牧
による家族経営

タイプⅠ維持・拡大

（維持）
拡大

拡大

○施設改善
○放牧環境改善
○酪農ヘルパー利用
○乳牛健康・長命化

○放牧に合う新種子導入

○集約放牧の実施

○草地改良、維持管理

○農業実習・体験
　受入れ

○施設改善

○カウコンフォート

○酪農ヘルパー利用

○作業外部化

○草地改良、維持管理
○バンカーサイロ整備
○コントラクター、
　ＴＭＲセンター設置
（サイレージ調整技術向上）

○施設改善・農場新設
○カウコンフォート
○作業部門分業化
○休日確保
○省力化施設・乳牛
　改良モデル試験

○草地改良、維持管理

○バンカーサイロ整備

○植生改善モデル試験

○農業実習・体験
　受入れ

○担い手の確保・研
　修機能
⇒酪農ヘルパー
　新規就農希望者
　農場マネージャー
　後継者等の育成、
　体験実習受入れ

②自給飼料の
　改善拡大
（草地生産性向上）

③担い手の
　確保・育成

①労働負担の
　軽減と飼養
　管理改善

酪農経営類型
（概要）

経営
規模

経産牛
70頭

経産牛
100頭

経産牛
500頭

JAの役割
〇経営安定・生乳増産PJ
　（プロジェクト）による支援

○外部支援組織の再構築
　JA営農サポートセンター構想
　の実践に向けた取組み

○事務局（営農部営農振興課）
　酪農家等の希望取りまとめ・協議
　畜産クラスター計画樹立
　取組み主体の計画樹立
　研修会や畜舎見学等の実施　等

畜舎建設に関わる説明会を開催
（６月２日　本所会議室）

平成３２年までの目標
協力

連携

畜産クラスター構成員の役割
生産連：各種情報の提供・処理
普及センター：普及推進・技術支援
営農支援組織：労働負荷の軽減
中山間事業集落：中山間事業で行う共同取組み事業との連携
NOSAI・家保・試験場：技術支援・実証試験
行政：関係機関・団体との連絡調整
教育機関：担い手確保・育成支援新規就農・農場スタッフ育成
農業委員会：農地の集約・流動化
アドバイザーの役割
飼料・肥料・資材機械メーカー：機械提供・技術的アドバイス

〇平均農業所得率：３０％確保
〇草地更新率：７.５％
〇労働時間の削減：７％
〇新規就農者の増加 協

力

地域ぐるみの地域ぐるみの
高収益型畜産体制を構築高収益型畜産体制を構築
地域ぐるみの
高収益型畜産体制を構築
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　6月8日から6月22日の日程で、審査員に北海道ホルスタイン農業協同組合、渡部幸一審査員、田村知
正審査員を迎え、平成28年度前期（A日程）体型調査及び牛群審査が行われました。
　牛群審査については、根室支所・㈲武隈牧場所有エクセルランド　プリンス　ポンチアク号、矢部譲
治氏所有アローメープル　ローラ　ジエイミイ　デスチニイ号、佐久間勝氏所有マツクスデーリイ　シ
ルキーブラツク　ゴールドウイン号、中川佳代氏所有センターランド　Ｔ　モーテイ　アレキサンダー
号、西春別支所・渡部義市氏所有グレイスフル　ＢＧ　シヤネル　プロント　セシル号がEX90点を獲
得し、別海支所・酒井保幸氏所有グローリーランド　ベツスリリー　ハツドリー号は、3才において最
高得点となる89点を獲得しました。また、初産（2才）において、西春別支所・渡部義市氏所有グレイ
スフル　ゴールドアイ　メモリー　ビスタ号が決定得点84点を獲得しました。おめでとうございます。
　なお、後代検定体型調査については、調査結果はこれからの後継牛の選抜・淘汰に欠くことのできな
い種雄牛評価値の貴重なデータとして活用される事となりますので、今後とも乳検への加入、後代検定
精液の利用ならびに、体型調査へのご協力をお願いいたします。

6月8日から6月22日の日程で 審査員に北海道ホルスタイン農業協同組合 渡部幸 審査員 田村知

前期A日程体型調査・牛群審査 EX5頭 3才89点獲得！！

決定得点87点以上牛一覧

アローメープル　ローラ　ジエイミイ　デスチニイ
センターランド　Ｔ　モーテイ　アレキサンダー
エクセルランド　プリンス　ポンチアク
マツクスデーリイ　シルキーブラツク　ゴールドウイン
グレイスフル　ＢG　シヤネル　プロント　セシル

グローリーランド　ベツスリリー　ハツドリー
サンワード　アリツサム　ＣＩＣＯ　チヤーミー
センターランド　Ｔ　セルボス　デツカー　アウトバウンド
ウイラーズ　クレスト　ダーハム
ビツグゲート　ランジエリー　アシユラー
メリーランド　レツドライン　ジユエリー　ＲＥＤ
サンワード　シエリル　ＫＡＲＡ
グレイスフル　ＪK　オン　ザ　エスぺランサ
グリーンリバー　セルローバー　フイーバー
アローメープル　アンデー　アニバーサリー
センターランド　アカロイ　ＥＴ
アローメープル　ローラ　ゴールド　テイーチ
サンワード　レニタ　ルビー　キヤロツト　ＲＥＤ
ビツグゲート　モデム　アーム　ゴーデイン
マツクスデーリイ　パールクイン　ジエイズ
ミドリ　スパークリング　マスコツト
センターランド　トリビユーダーハム　ピース
グレイスフル　ＴＢ　デイストライ　ルル
エクセルランド　ポーテージ　フイーバー
センターランド　デイステイニー　シヤウト
グレイスフル　ＲＬ　シヤーロツト　シーバー
スピリツト　ダイジエス　シーバー
サンワード　ＹＤ　ミツキー　ルナ
グリーンリバー　プレシヤス　サンチエス
エスデール　シヤウト　アシリー
センターランド　アカロイ　ワン　ＥＴ
フイールド　ブリツツ　マクラング
テキサス　アイオーン　ストーム
ホープ　デカプリオ　アイオーン
メリーランド　ホープ　リツク　サンダー
ブランドメリー　ミリオンセラー　サンシヤイン　ＥＴ
グリーンリバー　クリストフアー　ＦＢＩ
フイールド　ドミナンス　マインド

JP3H55057
7H8221
7H7463
200H3205
7H8175

200H3205
1H8778
11H9142
7H7463
200H5049
80H317
7H10506
55200

200H5592
200H5592
29H9023
200H393
94H13666
11H7965
11H8421
JP3H53999
94H14758
94H13666
200H5592
29H13387
200H5567
200H5567
7H10506
7H8190
29H13387
29H9023
7H5708
JP3H53584
JP3H53584
7H8221
7H8165
200H3218
JP3H51622

05－03
06－03
06－05
06－06
06－06

03－07
05－03
05－08
06－09
07－03
04－05
04－06
04－08
04－08
04－08
04－08
04－09
05－05
05－10
07－00
03－02
03－02
03－05
03－08
04－00
04－01
04－03
04－05
04－06
04－08
04－08
04－09
04－11
04－11
04－11
06－00
06－03
11－00

矢部　譲治氏
中川　佳代氏
㈲武隈牧場
佐久間　勝氏
渡部　義市氏

酒井　保幸氏
日向　和哉氏
中川　佳代氏
石橋　潤一氏
大門　貴幸氏
佐久間　淳氏
日向　和哉氏
渡部　義市氏
今井　明郎氏
矢部　譲治氏
中川　佳代氏
矢部　譲治氏
日向　和哉氏
大門　貴幸氏
佐久間　勝氏
㈲オードリーファーム
中川　佳代氏
渡部　義市氏
㈲武隈牧場
中川　佳代氏
渡部　義市氏
佐々木　信氏
日向　和哉氏
今井　明郎氏
㈲佐々木牧場
中川　佳代氏
宇居　幸子氏
㈲オードリーファーム
石橋　潤一氏
佐久間　淳氏
佐久間　淳氏
今井　明郎氏
宇居　幸子氏

根　室
根　室
根　室
根　室
西春別

別　海
西春別
根　室
根　室
西春別
上春別
西春別
西春別
西春別
根　室
根　室
根　室
西春別
西春別
根　室
別　海
根　室
西春別
根　室
根　室
西春別
上春別
西春別
西春別
根　室
根　室
西春別
別　海
根　室
上春別
上春別
西春別
西春別

90
90
90
90
90

89
89
89
89
89
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
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７
月
22
日
、
女
性
部
上
春
別
支
部
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
部
会
で
は
、
厚
床
に
あ
る
明
郷
伊

藤
☆
牧
場
に
て
日
帰
り
視
察
研
修
を
行
い
、

部
員
８
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

牧
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
へ
到
着
後
、
牧
場

設
立
や
経
営
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
、
バ
タ
ー
作
り
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
５
分
程
瓶
を
振
り
続
け
、
出
来
上

が
っ
た
バ
タ
ー
に
好
み
の
加
減
で
塩
を
練
り
込
み
、
中
標

津
町
産
小
麦
で
作
っ
た
ベ
ー
グ
ル
に
塗
っ
て
試
食
し
ま
し

た
。　

　

試
食
後
は
、
敷
地
内
の
乳
製
品
加
工
施
設
や
牛
舎
を
視

察
し
、
飼
養
管
理
等
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
部
員
か
ら
も
搾
乳
や
哺
乳
に
つ
い

て
活
発
に
質
問
し
、

参
考
と
な
る
視
察

が
で
き
ま
し
た
。

　

視
察
後
は
、
レ

ス
ト
ラ
ン
に
戻
り
、

事
前
に
取
り
ま
と

め
て
お
い
た
お
好

み
の
メ
ニ
ュ
ー
で

皆
さ
ん
お
話
し
し

な
が
ら
楽
し
く
休

憩
し
、
終
了
致
し

ま
し
た
。

女性部上春別支部フレッシュミズ部会

明
郷
伊
藤
☆
牧
場
を
視
察

別海本所・支所

上春別支所

西春別支所

根 室 支 所

厚床事業所

各本支所窓口

別　　　海

根　　　室

上　春　別

西　春　別

中　西　別

上　風　連

上　春　別

西　春　別

別　　　海

根　　　室

各本支所
事 務 所

金融店舗

整備工場

Ａコープ

資材店舗

給 油 所

Ａ Ｔ Ｍ

西春別支所

休み

休み

休み

休み

休み

通常営業

休み

休み

休み

通常営業

休み

休み

休み

休み

9:00～16:00

休み

休み

休み

休み

休み

休み

通常営業

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

８月１５日㈪ ８月１6日㈫

上　春　別

西　春　別

別　　　海

中　西　別

上　風　連

根　　　室

Ａコープ上春別店

西春別支所

Ａコープ西春別店

根 室 支 所

厚床事業所

別 海 本 所

コープさっぽろべつかい店

Ａコープ中西別店

Ａコープ上風連店

ケアセンター

休み

通常営業

通常営業

休み

休み

通常営業

休み

通常稼動

通常稼動

通常稼動

休み

通常稼動

通常稼動

休み

休み

通常営業

休み

通常営業

通常営業

休み

休み

通常営業

休み

通常稼動

休み

通常稼動

休み

通常稼動

通常稼動

休み

休み

通常営業

８月１５日㈪ ８月１6日㈫

盂 蘭 盆 営 業 日 程 の お 知 ら せ



ポイントを押さえた乳房炎対策を②

　乳頭先端の損傷は、乳房炎発症のリスクを高めます。乳頭に損傷がある
と乳頭清拭の際に牛が痛がるため、きれいに拭くことすらできません（＝
搾乳刺激の不足）。さらに、黄色ブドウ球菌などの「細菌の棲み家」にな
ってしまいます。
　乳頭先端の損傷は、搾乳システムの異常（調圧器やパルセータの異常、
高い真空圧など）のほか、不適切な搾乳手法によっても生じます。

　乳頭損傷を減らし、乳房炎発症のリスクを下げるために、良質乳生産者が搾乳作業のなかで共通
して行っている大切なことを、以下にまとめました。

　ポイントは、十二分な搾乳刺激と過搾乳の防止により乳頭先端を損傷させないこと、確実なディ
ッピングにより乳頭を殺菌することです。
　牛は変化を嫌います。作業者全員で同じ作業を行うことが大切です。
　H28年度発行の営農改善資料「乳房炎を予防しよう」に詳細を掲載していますので、再度ご確認
下さい。

乳頭をとにかく拭く（搾乳刺
激をしっかり与える）
　特に、乳頭口には多くの神経
が分布しており、「拭く」とい
う行為は、オキシトシンを分泌
するための強烈な搾乳刺激にな
ります。

過搾乳は絶対にしない
　乳頭が膨らむ前の早すぎるユ
ニット装着、分房に乳がない状
態での過度な搾乳は、乳頭にか
かる真空圧が高くなり、乳頭先
端を傷つけます。
※過搾乳の多くは、搾乳初期に
　起きているといわれています。
　乳頭清拭など搾乳刺激の大切
　さが分かります。

ユニット離脱直後の確実なポ
ストディッピング
　ディッピングによって乳頭を
殺菌します。乳頭全体が浸るよ
うに確実に行います。乳頭全体
のディッピング剤での浸漬は、
乳房炎予防にとって極めて大切
な作業です。

初産牛に生じた
乳頭先端の損傷

乳頭先端の損傷は深刻な影響があります

搾乳作業で特に大切なこと

・・・・

・・・・・・・

　乳房炎は、乳牛の生産性低下に伴う経済的損失だけでなく、
作業者の精神的ストレスに繋がります。限られた労働力や作
業環境のなかで乳房炎を予防するためには、主に右の３つの
ポイントが大切になります。

今回は「搾乳手法」について取り上げます。
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リン酸肥沃度の高い草地における
更新時の減肥

根釧農試　飼料環境グループ　松本　武彦

　道内の草地では、競合力の強いイネ科雑草の侵入に伴う草種構成の悪化が著しいことが問題と
なっています。問題の解決策として、草地更新が挙げられますが、経費の負担が必要になります。
　草地更新時の肥料で最も施肥量の多い成分はリン酸で、これまでは最低でも10aあたり20kgを施
肥する必要があるとされていましたが、土壌中の有効態リン酸含量が高い条件では、減肥が可能で
あることが明らかとなったため、播種時リン酸施肥量の新しい算出法が提案されました（表1）。

　今回の記事では、この新しい算出法の適用性を検討するため、複数の土壌および気象条件のもと、
機械作業体系を中心とした実規模試験を実施した結果を紹介します。
　供試圃場の土壌有効態リン酸含量（平均値）は40mg/100gで、試験区の播種時リン酸施肥量
（平均10.2kgP2O5/10a）は、慣行区（同20.9）より概ね10kg/10a少ない条件でしたが、播種2
～4週後の牧草出芽本数、播種当年の晩秋におけるイネ科およびマメ科牧草の生育量、イネ科牧草
茎数、リン酸含有量のいずれも、処理区間に差は認められませんでした（表2）。

　播種翌年の1番草では、乾物収量、草種構成、イネ科牧草茎数、牧草中リン酸含有率、両草種合
計のリン酸含有量のいずれについても、処理区間に差は認められませんでした（表3）。
　試験区の肥料費（平均4,796円/10a）は慣行区（同8,154）の約6割と大幅に低減され、リン酸
肥沃度の高い草地ではコストを抑えて同等の草地を造成できることが確認されました。

　実際の草地更新作業では、牧草の種子を肥料と混合してブロードキャスタで散布する方法が広く
採用されており、播種時のリン酸施肥量を削減すると、施肥量が従来より大幅に減ります。
　このため、播種作業を実施する前には、ブロードキャスタの施肥量を適正に調節し、播種ムラを
作らないよう慎重に作業することが重要です。

表１　播種時リン酸施肥量を求めるための従来および新しい算出法

表３　播種時リン酸施肥量算出法の違いが播種翌年の１番草における乾物収量、
　　　草種構成、牧草茎数、P2O5含有率および含有量に及ぼす影響1)

表２　播種時リン酸施肥量算出法の違いが播種当年の出芽本数、晩秋の牧草生育量、
　　　牧草茎数、P2O5含有率および含有量に及ぼす影響1)

有効態リン酸含量 従来の方法 新しい方法
（ブレイ第二法、mgP2O5/100g） 0-5 5-10 10以上 0-5 5-10 10-20 20以上

B値 5 2.5 0 5 2.5 0 －10
リン酸施肥量（y, kg/10a）＝15＋0.005×リン酸吸収係数＋B ただし、y≧20 

牧草生育量 イネ科 P2O5含有量
イネ科 マメ科 イネ科 マメ科 合計 牧草茎数 イネ科 イネ科・マメ科合計

（kgDM/10a） （本/㎡） （kg/10a）

慣行区 1,743 132 109 34 143 2,016 0.82 0.90a 1.1

試験区 1,666 131 110 25 135 1,759 0.80 0.85b 1.0
1) 全供試圃場（n=12、一部項目ではn＝9～11）の平均値。 2) 異なるアルファベット間に有意差あり。

処理区
牧草出芽本数 P2O5含有率

マメ科

（本/㎡） （%, DM）

イネ科 P2O5含有量
処理区 イネ科 マメ科 牧草茎数 イネ科 マメ科 イネ科・マメ科合計

（kg/10a） （本/㎡） （kg/10a）

慣行区 511 82 15 1,645 0.68 0.84 3.6

試験区 516 81 14 1,593 0.70 0.82 3.7
1) 全供試圃場（n=11、一部項目ではn＝9）の平均値。

乾物収量
草種構成 P2O5含有率

（生草重%） （%, DM）
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●酪農経営科【委託実習＆インターンシップ】
　６月６日（月）～１０日（金）の５日間、酪農経営
科の２・３年生が、農家委託実習とインターンシップ
を実施しました。
　今年度はJA道東あさひ
（別海地区４名、西春別地
区２名、上春別地区２名）、
JA中春別（中春別地区５
名）JA計根別（２名）が
それぞれの酪農家さんで４
泊５日の委託実習に取組み
ました。
　自家が酪農を営んでいる
生徒、非農家の生徒と状況
はいろいろですが、生徒各
自、自分に与えられた仕事
に対して、投げ出さず取り組んでいました。受け入れ
ていただいた酪農家の皆様には、酪農技術や経営のこ
とから、個人個人の進路のことなど丁寧で細やかなご
指導をいただきました。この場をお借りして厚くお礼
申し上げますとともに、今後とも高校の活動に対しま
して、ご理解とご協力をよろしくお願い致します。

●酪農経営科【校内技術競技大会を実施】
　６月２１日（火）に、農業クラブ３大事業の２つ目
となる校内技術大会が行われました。
　乳牛審査競技では、本校
卒業生の伊藤牧場より育成
牛４頭をお借りし、審査員
としてジェネティクス北海
道の木本 洋一様を招いて
実施しました。競技の前に
は、牛の見方について講義
を受け、競技後には模擬講評を実施するなど、関係各
位の協力をいただき、有意義に実施することができま
した。
　各競技の最優秀賞、優秀賞は以下の通りです。
【乳牛審査競技】
　最優秀：２年　上神　美幸、
　優　秀：１年　角田　聡太、平野　俊弥
　努力賞：３年　今野　永和
【農業鑑定競技（畜産）】
　最優秀：３年　堀　　有樹
　優　秀：３年　佐藤　美稀、小笠原　光
　努力賞：１年　杉本　昌也
【農業情報処理競技】
　最優秀：３年　佐藤　美稀
　優　秀：３年　堀　　有樹、内山　彩香
　　　　　　　　中村矢珠子、渡部　優歌

●専攻科【農業機械高度利用研修受講】
　北海道立農業大学校において農業機械高度利用研修
が５月31日（火）～６月９日（木）まで実施され、１
年目学生の芳賀　亮介さんと松田　寛久さんが初級と
中級を受講し、農業機械に
ついての基本操作や知識、
安全に関する講習、点検に
ついて学んできました。中
級では研修最終日に行われ
る技能検定試験に合格する
と、北海道農業機械士の資
格を取得することができます。研修終了後、「とても
充実した研修でした。農業機械についての知識が身に
つき、点検の重要性も理解できたので、今後の牧草収
穫の作業には意識して取り組みたいです。」と達成感
と今後の意気込みを話していました。

●専攻科【酪農機械・施設学】
　６月16日（木）・17日（金）・20日（月）の３日
間、「酪農機械・施設学」の講義を実施しました。こ
の授業は、搾乳に関する手法や生理、ミルカーシステ
ムの構造、また農作業事故が発生した時の対応につい
ての知識を身につける授業です。
【１日目】根室農業改良普及センター主査の内田様よ
り、現場での指導を踏まえた搾乳生理と搾乳手法につ
いて、北海道オリオン株式会社別海営業所所長の玄様
と酪農事業本部の庭木様、和田様より、ミルカーシス
テムの種類と特徴について詳しくご講義いただきまし
た。
【２日目】根室農業改良普及センター主査の宮崎様、
普及指導員の宿澤様より、事例を紹介していただきな
がら乳牛のカウコンフォー
トについて、別海町酪農研
修牧場の吉田牧場長より正
しい搾乳法や研修牧場の役
割などについて具体的にご
講義いただきました。
【３日目】別海消防署の眞
嶋様より救急救命講習（AED講習）や農作業事故発
生時の対応についてご講義いただきました。３日間の
講義をとおして、学生からは「搾乳に関する知識やミ
ルカーシステムの仕組みをより深く理解でき、農作業
事故が万が一発生した場合には、今回の講習を思い出
して対応していきたい。」という感想がありました。
講義にお越しくださいました講師の先生方にこの場を
お借りして御礼申し上げます。

西春別　福岡牧場さん

別海　加藤牧場さん

乳牛審査競技の様子

研修（中級）を終えて

吉田牧場長様による講義
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10

「
力
強
い
農
業
」、「
豊
か
な
魅

力
あ
る
農
村
」
の
実
現
に
向
け

た
組
合
員
の
役
割

　

北
海
道
の
農
業
は
今
ま
で
非
常
に

過
酷
な
条
件
の
中
で
、
先
人
た
ち
が

長
年
に
わ
た
っ
て
築
い
て
き
た
。
食

料
基
地
と
し
て
の
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
変
化
の
時
代
に

立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
。

　

農
業
者
一
人
一
人
も
大
き
な
力
で

は
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
協
同
組
合
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
発
展

し
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
Ｊ
Ａ
の
力
を
大
事
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
い
う
時
こ
そ
農
協
に
結
集
し

て
、
団
結
力
、
組
織
力
を
発
揮
し
な

い
と
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
乗
り
切

っ
て
い
け
な
い
。
一
人
よ
り
も
十
人
、

十
人
よ
り
も
百
人
と
い
う
こ
と
で
意

思
の
結
集
を
通
じ
な
が
ら
難
局
を
乗

り
切
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

大
会
決
議
に
は
、
農
業
所
得
20
％

増
大
、
新
規
就
農
者
の
倍
増
、
流
通

改
革
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
具

体
的
な
こ
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

一
人
で
は
で
き
な
い
。

　

北
海
道
農
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
中
に
あ
っ
て
、
欠
か
せ
な
い
産

業
。
地
域
を
味
方
に
つ
け
る
よ
り
農

業
の
理
解
者
を
味
方
に
つ
け
る
。
北

海
道
の
農
産
物
は
安
心
安
全
、
そ
し

て
お
い
し
い
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
地

域
貢
献
を
し
な
が
ら
Ｊ
Ａ
の
、
協
同

の
素
晴
ら
し
さ
を
外
に
発
信
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
積
み

重
ね
が
道
民
550
万
人
の
支
持
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
理
解
者
に

つ
な
が
り
、
応
援
団
に
な
っ
て
い
く

と
思
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
組
織
は
、
今
ま
で
色
々
と
組

合
員
の
所
得
確
保
の
た
め
に
改
革
を

行
い
な
が
ら
進
ん
で
き
た
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
時
代
の
流
れ
は
速
く
、

そ
の
時
代
に
ど
う
や
っ
て
適
応
し
な

が
ら
、
臨
機
応
変
に
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
今
後
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
さ

ら
に
農
家
組
合
員
の
所
得
、
ま
た
経

営
が
安
定
す
る
よ
う
な
近
道
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
、
あ
え
て
言
わ
せ

て
頂
い
た
。

最
後
に
一
言

　

私
た
ち
は
、
道
民
・
国
民
に
安
心

安
全
な
食
料
を
供
給
し
て
い
る
と
い

う
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
に
は
自
信
と
誇
り
を
も

っ
て
い
い
。
北
海
道
の
な
か
で
農
業

を
こ
れ
以
上
衰
退
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

も
っ
と
外
に
向
か
っ
て
、
農
業
の

良
さ
、
食
、
そ
し
て
ま
た
農
業
に
取

り
組
む
姿
勢
を
発
信
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
こ
と
が
、
道
民
550
万
人
と
共

に
創
る
力
強
い
北
海
道
農
業
、
豊
か

で
魅
力
あ
る
農
村
の
実
現
に
必
ず
結

び
付
く
。
３
年
間
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

連
載   

第
28
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
⑤

 
「
550
万
人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と

 
『
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
』」
の
実
現
に
向
け
た
農
業
の
魅
力
発
信

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
開
催
し
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
パ
ネ
リ

ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
提
言
頂
き
ま
し

た
「
北
海
道
農
業
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

に
期
待
す
る
こ
と
」
を
シ
リ
ー
ズ
で

紹
介
し
ま
す
。

　

最
終
回
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
代

表
し
て
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
内
田
副

会
長
か
ら
の
提
言
を
紹
介
し
ま
す
。

内
田　

和
幸 

氏

う
ち
だ　
　

 

か
ず
ゆ
き

北
海
道
農
業
協
同

組
合　

中
央
会

副
会
長
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平
成
28
年
７
月
に
東
京

都
内
で
農
林
水
産
省
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
「
持
続
可
能
な
北
海
道

農
業
の
確
立
に
向
け
た
政

策
提
案
」
を
も
と
に
、
北

海
道
農
業
の
課
題
や
現
状

を
共
有
し
、
今
後
の
方
向

性
や
対
応
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
８
月
末
の
平

成
29
年
度
農
業
予
算
概
算

要
求
に
向
け
て
、
働
き
か

け
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
度
よ
り
、
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教
育

応
援
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
食
・
環
境
等
と
農
業
の
つ
な
が

り
を
意
識
し
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
願
い
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
道
内
の
全

小
学
校
に
教
材
本
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら

し
」
を
贈
呈
し
授
業
等
の
中
で
の
活
用
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
４
１
，
１
３
６

名
へ
教
材
本
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

地
域
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
交
通
事

故
被
害
者
に
対
す
る
救
命
活
動
支
援
を
は
じ
め
、

交
通
安
全
教
室
の
開
催
な
ど
、
交
通
事
故
防
止
等

に
向
け
た
取
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

７
月
13
日
に
「
飲
酒
運
転

根
絶
の
日
決
起
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
同
決
起
大
会
と
、

大
会
後
、
札
幌
市
内
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
セ
ー
フ
テ
ィ

コ
ー
ル
（
街
頭
啓
発
）
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

道
内
の
ホ
ク
レ
ン
給
油
所
に
お
い
て
、
７
月
16

日
か
ら
９
月
30
日
の
期
間
、
店
頭
給
油
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ア
２
０
１
６
」
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

７
月
に
公
開
さ
れ
た
人
気
ア
ニ
メ
「
ワ
ン
ピ
ー

ス
」
の
映
画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
に
よ
り
、
幅
広
い
年
代
の
方
々
に
ホ
ク
レ

ン
の
給
油
所
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、
北
海
道
の
農
畜

産
物
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
よ
り
実
践
的
な
家
庭
内
で
の
介
護
技
術
の
習

得
」
を
目
的
と
し
た
家
庭
介
護
教
室
を
今
年
も
開

催
し
ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

た
Ｊ
Ａ
の
高
齢
者
福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て
Ｊ
Ａ

女
性
部
員
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
日
か
ら
使
え
る
介
護
実

技
と
講
義
等
を
通
じ
て
、
家

庭
介
護
技
術
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
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22
資金借入
千円
53,730
38,690
138.9%
15,040
47,330
6,400

23
資金受入
千円

2,012,411
1,351,717
148.9%
660,694
552,465

1,459,946

収入合計
千円

預り員数

戸
28年
27年

28年－27年

28年　　　　　27年

23,507,288
20,811,193
113.0%

2,696,095
19,487,733
4,019,555

預 り 額

千円

貸越員数

戸

貸 越 額

千円

差　　引

千円

96 806,222 －100 －443,736 1,249,958

60
諸税負担
千円
935,332
871,169
107.4%
64,163
873,391
61,941

61
支払利息
千円
14,402
15,358
93.8%
－956
11,380
3,022

その他62
経 営 費
千円
380,627
320,254
118.9%
60,373
312,965
67,662

農　　業
支 出 計
千円

15,438,871
15,166,340
101.8%
272,531

15,416,106
22,765

70
家 計 費
千円

2,156,527
1,966,322
109.7%
190,205

1,986,959
169,568

80
資金返済
千円
688,989
599,364
115.0%
89,625
571,480
117,509

81
共済貯金
千円

2,406,035
1,910,749
125.9%
495,286

1,714,998
691,037

82
農業機械
千円
234,897
174,150
134.9%
60,747
125,289
109,608

83
その他出
千円
952,783
624,489
152.6%
328,294
624,400
328,383

支出合計
千円

21,878,102
20,441,414
107.0%

1,436,688
20,439,232
1,438,870

租税公課の増加 全般的に増加 全般的に増加（租税増） 科目全般に増加 科目全般に増加 乳牛以外増加

前期繰越の増加

22
資金借入
千円

98
70

139.9%
28

23
資金受入
千円
3,652
2,436

150.0%
1,217

収入合計
千円

預り員数

戸
371
275

28年
27年

28年　　　　　27年
所得率　　　　27.0%　　　　21.3%
乳飼比　　　　35.9%　　　　39.6%

28年収支　　2,957
27年収支　　　666
差　　額　　2,291

所得率　　　　27.0%　　　　21.3%
乳飼比　　　　35.9%　　　　39.6%

農業所得 5,700,824 4,097,066

農業所得 1,0346 7,382

28年収支　1,629,186
27年収支　　369,779
差　　額　1,259,407

42,663
37,498
113.8%
5,165

預 り 額

千円
6,098
5,295

貸越員数

戸
180
280

貸越額

千円
3,545
3,864

60
諸税負担
千円
1,698
1,570

108.1%
128

61
支払利息
千円

26
28

94.5%
－2

その他62
経 営 費
千円
691
577

119.7%
114

農　　業
支 出 計
千円
28,020
27,327
102.5%

693

70
家 計 費
千円
3,914
3,543

110.5%
371

80
資金返済
千円
1,250
1,080

115.8%
170

81
共済貯金
千円
4,367
3,443

126.8%
924

82
農業機械
千円
426
314

135.9%
113

83
その他出
千円
1,729
1,125

153.7%
604

支出合計
千円
39,706
36,831
107.8%
2,875

乳量

出荷月
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

出荷乳量の推移
平成28年6月末クミカン実績

35,000

34,000

33,000

32,000

31,000

30,000

29,000

28,000

27,000

26,000

25,000

28年度
27年度

ＪＡ全体…生乳出荷量（Ｈ27年12月～Ｈ28年11月）は前年比
　　　　　100.4％、乳代単価（補給金含む）は2.8円／㎏増の
　　　　　96.7円／㎏。収入全体では前年比113.0％（乳代、
　　　　　補給金、個体販売価格の上昇等）。
　　　　　　一方、支出全体については、農業支出、財産的支出
　　　　　全般的に増加傾向にあり前年比107.0％。収支差額に
　　　　　おいては前年比1,259,407千円の増加となっており
　　　　　ます。
一戸平均…収支差額で前年比2,291千円の増加となっております。

※全体を通して、乳代、補給金単価、個体販売価格が堅調に推移 
　し、前年比より良好に推移しております。今後とも、営農計画
　に基づいたクミカン運用についてよろしくお願い致します。

371
275

2,262,390
1,456,168

180
280

638,055
1,081,791

1,624,335
374,377
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平成28営農年度6月末クミカン実績（JA総計） 平成28年度実績

【JA全体】

【差額要因】

《収　入》

平成27－28年度差額

項目
年別　　

28年
27年
前年比
前年差額
28年計画
計画差額

01
生　　乳
千円

15,787,077
14,798,814
106.7%
988,263

15,269,437
517,640

02
補 給 金
千円

1,161,518
1,122,308
103.5%
39,210

1,009,584
151,934

03
乳 用 牛
千円

1,415,642
1,046,621
135.3%
369,021
939,050
476,592

04
肉 用 牛
千円

1,412,568
922,158
153.2%
490,410
890,576
521,992

その他05
畜 産 物
千円

33
22

150.0%
11
0
33

06
家畜共済
千円
553,992
506,311
109.4%
47,681
291,138
262,854

その他12
農 産 物
千円
23,381
24,634
94.9%
－1,253
22,702
679

20
雑 収 入
千円
785,484
842,538
93.2%
-57,054
432,933
352,551

農　　業
収 入 計
千円

21,139,695
19,263,406
109.7%

1,876,289
18,855,420
2,284,275

21
農外収入
千円
301,452
157,380
191.5%
144,072
32,518
268,934

単価上昇等 単価上昇等 全般的に増加 経産肉用以外増加 安定基金等の減少 その他の増加

【差額要因】

《支　出》
項目

年別　　

28年
27年
前年比
前年差額
28年計画
計画差額

50
労　　賃
千円
937,660
842,629
111.3%
95,031

1,031,162
－93,502

51
肥 料 費
千円

1,187,865
1,176,149
101.0%
11,716

1,306,949
－119,084

52
生産資材
千円
763,806
690,105
110.7%
73,701
733,223
30,583

53
水道光熱
千円
927,276

1,056,648
87.8%

－129,372
1,091,549
－164,273

54
飼 料 費
千円

6,092,073
6,309,652
96.6%

－217,579
6,324,554
－232,481

55
養 畜 費
千円
940,519
869,420
108.2%
71,099
927,982
12,537

56
素 畜 費
千円
141,050
145,292
97.1%
－4,242
139,142
1,908

57
農業共済
千円
627,692
611,025
102.7%
16,667
639,192
－11,500

58
賃料料金
千円

1,443,376
1,380,547
104.6%
62,829

1,261,362
182,014

59
修 理 費
千円

1,047,193
878,092
119.3%
169,101
763,255
283,938

生産・建設資材の増加 科目全般減少 全般的に減少 全般的に増加 育成牛導入の減少 全般的に増加 全般的に増加科目全般増加

【JA戸平均】

出荷乳量の推移（単位：㎏）

28年

上　春　別
西　春　別
別　　　海
根　　　室
合　　　計

……
……
……
……
……

5,482,298
7,544,731
12,769,131
3,956,352
29,752,512

12月
5,553,628
7,664,360
12,821,367
4,039,165
30,078,520

1月
5,206,575
7,150,257
12,168,561
3,796,833
28,322,226

2月
5,548,724
7,645,740
12,876,208
4,000,936
30,071,608

3月
5,140,574
7,360,066
12,679,452
3,901,713
29,081,805

4月
5,182,114
7,833,335
13,470,987
4,170,963
30,657,399

5月
32,113,913
45,198,489
76,785,706
23,865,962
177,964,070

合　　計 乳代単価

《収　入》
項目

年別　　

28年
27年
前年比
前年差額

01
生　　乳
千円
28,652
26,665
107.5%
1,987

02
補 給 金
千円
2,108
2,022

104.2%
86

03
乳 用 牛
千円
2,569
1,886

136.2%
683

04
肉 用 牛
千円
2,564
1,662

154.3%
902

その他05
畜 産 物
千円

0
0

0.0%
0

06
家畜共済
千円
1,005
912

110.2%
93

その他12
農 産 物
千円

42
44

95.6%
－2

20
雑 収 入
千円
1,426
1,518
93.9%
－93

農　　業
収 入 計
千円
38,366
34,709
110.5%
3,657

21
農外収入
千円
547
284

192.9%
264

《支　出》
項目

年別　　

28年
27年
前年比
前年差額

50
労　　賃
千円
1,702
1,518

112.1%
183

51
肥 料 費
千円
2,156
2,119

101.7%
37

52
生産資材
千円
1,386
1,243

111.5%
143

53
水道光熱
千円
1,683
1,904
88.4%
－221

54
飼 料 費
千円
11,056
11,369
97.3%
－312

55
養 畜 費
千円
1,707
1,567

109.0%
140

56
素 畜 費
千円
256
262

97.8%
－6

57
農業共済
千円
1,139
1,101

103.5%
38

58
賃料料金
千円
2,620
2,487

105.3%
132

59
修 理 費
千円
1,901
1,582

120.1%
318

27年

上　春　別
西　春　別
別　　　海
根　　　室
合　　　計

……
……
……
……
……

5,179,108
7,648,320
13,279,294
3,930,198
30,036,920

5,373,699
7,778,410
13,613,827
3,991,919
30,757,855

4,735,370
6,833,847
12,143,663
3,566,423
27,279,303

5,285,021
7,592,261
13,224,781
3,970,477
30,072,540

5,091,846
7,186,161
12,406,472
3,800,375
28,484,854

5,399,930
7,688,280
13,358,274
4,110,206
30,556,690

31,064,974
44,727,279
78,026,311
23,369,598
177,188,162

（94.0円/㎏）
（93.5円/㎏）
（94.0円/㎏）
（94.2円/㎏）
（93.9円/㎏）

対比

上　春　別
西　春　別
別　　　海
根　　　室
合　　　計

……
……
……
……
……

105.9%
98.6%
96.2%
100.7%
99.1%

103.3%
98.5%
94.2%
101.2%
97.8%

110.0%
104.6%
100.2%
106.5%
103.8%

105.0%
100.7%
97.4%
100.8%
100.0%

101.0%
102.4%
102.2%
102.7%
102.1%

96.0%
101.9%
100.8%
101.5%
100.3%

103.4%
101.1%
98.4%
102.1%
100.4%

（97.0円/㎏）
（96.4円/㎏）
（96.6円/㎏）
（97.1円/㎏）
（96.7円/㎏）

（3.0円/㎏）
（2.9円/㎏）
（2.6円/㎏）
（2.9円/㎏）
（2.8円/㎏）

※累計単価
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平成28年6月末 JA道東あさひ財務状況平成28年6月末 JA道東あさひ財務状況平成28年6月末 JA道東あさひ財務状況平成28年6月末 JA道東あさひ財務状況平成28年6月末 JA道東あさひ財務状況
【グラフ内単位：百万円・％】

預金残高の推移

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

残高 31,723 33,872 38,506

106.8 113.7

平成26年6月 平成27年6月 平成28年6月

前年対比

購買事業供給高の推移

4,000

販売品・受託販売・補給金

購買品・給油・整備・店舗

3,500

3,000

2,500

2,000

残高 3,514 3,328 3,241

94.7 97.4

平成26年6月 平成27年6月 平成28年6月

前年対比

販売品取扱高の推移

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

残高 7,329 7,617 8,223

103.9 108.0

平成26年6月 平成27年6月 平成28年6月

前年対比

クミカン貸越残高含む

貸付金残高の推移

24,000

22,000

20,000

18,000

16,000

14,000

残高 22,340 20,562 20,545

92.0 99.9

平成26年6月 平成27年6月 平成28年6月

前年対比

固定資産の推移

7,000

外部出資含む・建設仮勘定除く

6,000

5,000

4,000

3,000

残高 5,157 6,170 6,045

119.6 98.0

平成26年6月 平成27年6月 平成28年6月

前年対比

自己資本の推移

8,000

出資・利益準備・積立

7,000

6,000

5,000

4,000

残高 6,876 6,382 7,181

92.8 112.5

平成26年6月 平成27年6月 平成28年6月

前年対比

借入金残高の推移

11,000

証書・当座貸越

10,000

9,000

8,000

7,000

残高 10,307 9,586 10,479

93.0 109.3

平成26年6月 平成27年6月 平成28年6月

前年対比

クミカン預り残高含む

貯金残高の推移

50,000

45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

残高 41,542 42,963 46,508

102.4 108.3

平成26年6月 平成27年6月 平成28年6月

前年対比



耕
耘
機
ハ
ン
ド
ル
の
跳
ね
上
が
り
対
策（
１
）

ス
ト
ッ
プ
！ 

農
作
業
事
故

人
間
工
学
専
門
家
●
石
川
文
武

上
が
り
、
体
が
不
安
定
と
な
り
地
面
の
状

態
に
よ
っ
て
は
作
業
者
が
転
び
、
機
械
の

下
敷
き
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

と
き
に
ロ
ー
タ
リ
ー
が
回
転
し
て
い
る
と

転
ん
だ
上
に
機
械
が
進
ん
で
き
て
、
足
や

腹
部
を
ロ
ー
タ
リ
ー
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
、
「
バ
ッ
ク
耕
耘
け
ん
制
装

置
」
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ッ
ク
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
ロ
ー

タ
リ
ー
の
ク
ラ
ッ
チ
が
入
っ
て
い
る
と
変

速
ギ
ア
が
バ
ッ
ク
に
入
ら
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
を
停
止
位
置

に
す
れ
ば
バ
ッ
ク
に
入
っ
て
後
退
発
進
が

可
能
に
な
り
、
発
進
時
に
転
ん
で
し
ま
い

巻
き
込
ま
れ
て
も
作
業
機
に
よ
る
ダ
メ
ー

ジ
は
小
さ
く
で
き
ま
す
。

　

ハ
ン
ド
ル
回
転
式
の
場
合
に
は
、
ハ
ン

ド
ル
を
水
平
方
向
に
90
度
ま
た
は
180
度
回

転
さ
せ
れ
ば
、
け
ん
制
装
置
が
解
除
さ
れ

作
業
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、

ロ
ー
タ
リ
ー
カ
バ
ー
が
装
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
土
の
飛
散
を
抑
え
る
だ
け
で

な
く
、
足
元
が
カ
バ
ー
に
触
れ
る
と
危
険

で
す
よ
、
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

ど
ち
ら
も
事
故
の
可
能
性
を
小
さ
く
す

る
た
め
の
装
備
で
す
。
点
検
や
整
備
に
不

都
合
だ
か
ら
取
り
外
し
て
し
ま
お
う
、
な

ん
て
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

第6回理事会報告　平成28年7月28日開催
議案第１号　　規程類の制定及び一部改正について
議案第２号　　固定資産の売却について
議案第３号　　回転出資金の振り向けについて
議案第４号　　業務及び財務の状況に関する説明書類（ディ  
　　　　　　　スクロージャー）について
議案第５号　　理事者に対する根抵当権の一部抹消について
議案第６号　　農業経営基盤強化資金の借入と貸付について
議案第７号　　一般組合員に対するＪＡ農業経営ステップア
　　　　　　　ップローンの貸付について
議案第８号　　平成28年度矢臼別演習場周辺農業用施設（草
　　　　　　　地造成改良）設置助成事業の実施及び入札指
　　　　　　　名業者の選考について
議案第９号　　平成28年度矢臼別演習場周辺農業用施設（草
　　　　　　　地造成改良）設置助成事業に係る入札予定価
　　　　　　　格範囲の設定について
議案第10号　　平成28年度鳥獣被害防止総合対策事業に係る
　　　　　　　入札の実施について
議案第11号　　平成28年度鳥獣被害防止総合対策事業に係る
　　　　　　　入札予定価格範囲の設定について
議案第12号　　平成28年度根室ホルスタイン共進会に係る経
　　　　　　　費の支出について

協議事項１　　役員研修の在り方について
協議事項２　　融資審査会の在り方について
協議事項３　　2016北海道ホルスタインナショナルショウ
　　　　　　　に係る視察研修（激励）について
協議事項４　　国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の
　　　　　　　設計について

報告事項１　　出資関連会社に係る株主総会及び取締役会等
　　　　　　　の報告について
報告事項２　　平成27年度経営定期点検実施報告について
報告事項３　　要領の制定について
報告事項４　　貸借対照表及び損益計算書（６月末）について
報告事項５　　組合員の動向（６月末）について
報告事項６　　員外利用状況について

報告事項７　　職員の異動と登用及び試用職員の正職員登用
　　　　　　　について
報告事項８　　苦情等対応状況及び従業員の交通違反と交通
　　　　　　　事故について
報告事項９　　反社会的勢力排除対応管理先に係る対応方針
　　　　　　　について
報告事項10　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事
　　　　　　　会承認案件の処理状況について
報告事項11　　平成28年度第１四半期末余裕金運用について
報告事項12　　融資審査会の結果について
報告事項13　　特定組合員実績（６月末）について
報告事項14　　平成28年度草地植生改善事業機械利用状況に
　　　　　　　ついて
報告事項15　　平成28年度畜産酪農収益力強化整備等特別対
　　　　　　　策事業に係る入札結果について
報告事項16　　平成28年度畜産酪農収益力強化整備等特別対
　　　　　　　策事業（機械導入事業）の申請について
報告事項17　　第17回酪農祭の開催について
報告事項18　　ＪＡ道東あさひ植生改善事業に係る機械入札
　　　　　　　結果について
報告事項19　　平成28・27年度一番草収量調査結果について
報告事項20　　平成28年度矢臼別演習場周辺地区牧草（１番
　　　　　　　草）売払業務に係る見積（入札）結果について
報告事項21　　平成28年度ＪＡ道東あさひ経営安定・生乳増
　　　　　　　産対策（助成事業）に係る１次取りまとめ結
　　　　　　　果について
報告事項22　　平成28年度各支所乳牛共進会の収支決算につ
　　　　　　　いて
報告事項23　　平成28年度乳質環境共励会の日程について
報告事項24　　平成28年度優秀検定農家及び優良検定指導員
　　　　　　　の表彰候補者の推薦について
報告事項25　　新哺育・育成預託センター建設計画に係る進
　　　　　　　捗状況について
報告事項26　　販売事業実績（６月末）について
報告事項27　　購買事業実績（６月末）について
報告事項28　　行事予定について

乳牛

乳牛

8　

月

9　

月 初生
のみ

初生
のみ

2
番

1
番

9
番

7
番10日  

3
番

2
番

1
番

9
番17日  

4
番

3
番

2
番

1
番24日  

7
番

8
番

６
番

５
番25日  

7
番

6
番

5
番

3
番7日  

6
番

4
番

3
番

2
番31日  

8
番

7
番

6
番

5
番14日  

8
番

9
番

7
番

6
番15日  

9
番

8
番

7
番

6
番21日  

２
番

9
番

8
番

7
番28日  

ホクレン市場カレンダー
根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月

　

最
近
で
は
乗
用
型
の
機
械
作
業
が
大
半

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
乗
用
機
械

で
は
作
業
効
率
が
低
い
中
山
間
の
狭
小
圃

場
（
ほ
じ
ょ
う
）
や
ハ
ウ
ス
内
、
１
行
ほ

ど
の
短
い
野
菜
作
な
ど
で
は
、
歩
行
型
機

械
が
使
わ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
故

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

耕
耘
（
こ
う
う
ん
）
機
や
管
理
機
の
よ

う
に
車
軸
が
一
つ
の
機
械
で
は
、
主
ク
ラ

ッ
チ
の
つ
な
ぎ
方
に
よ
っ
て
は
前
進
発
進

時
に
は
ハ
ン
ド
ル
が
下
が
り
ま
す
。
逆
に

後
退
発
進
す
る
と
き
に
は
ハ
ン
ド
ル
が
跳

ね
上
が
り
ま
す
。
不
用
意
な
ク
ラ
ッ
チ
の

接
続
を
行
う
と
、
後
退
発
進
時
に
巻
き
込

ま
れ
た
り
、
挟
ま
れ
た
り
し
ま
す
。
今
回

は
巻
き
込
ま
れ
（
２
０
１
４
年
は
６
件
発

生
）
事
故
防
止
の
た
め
の
安
全
装
備
と
事

故
防
止
対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

後
進
時
の
ロ
ー
タ
リ
ー
停
止
装
置
に
つ

い
て
。
エ
ン
ジ
ン
回
転
が
高
い
ま
ま
後
退

発
進
し
よ
う
と
す
る
と
ハ
ン
ド
ル
が
跳
ね

退 職 職 員
平成２８年7月31日
西春別支所営農課
経営相談係
森　下　さくら
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ら
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ら

平成28年8月10日発行
発行/JA道東あさひ
編集/営農部 営農振興課
住所/北海道野付郡別海町
　　 別海緑町116番地9
電話/（0153）75－2201（代表） 

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ

Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン
プ
）」
が

７
月
７
日
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
月
号
の
広
報
誌
で
は
、
ア
プ

リ
の
主
な
仕
様
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
先
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
中
央
会

よ
り
公
開
さ
れ
ま
し
た
の
で
掲
載

致
し
ま
す
。
な
お
、
ア
プ
リ
の
動

作
環
境
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
版
で

「
O
S
4.4
」
以
降
、
ア
イ
フ
ォ
ン

は
「
i
O
S
８
」
以
降
が
推
奨
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

子
供
た
ち
は
夏
休
み
。
家
族
で

外
出
の
際
に
は

話
題
の
モ
ン
ス

タ
ー
も
良
い
で

す
が
、
各
地
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

ス
ポ
ッ
ト
で
ポ

イ
ン
ト
を
ゲ
ッ

ト
す
る
の
も
お

ス
ス
メ
で
す
。

区　　分 6　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計

328,487t

102.2%

68,252t

101.6%

30,746t

99.5%

7,753t

99.6%

5,087t

94.2%

13,614t

101.5%

4,291t

99.6%

984,515t

102.4%

202,312t

102.4%

90,485t

100.6%

22,947t

101.3%

15,410t

97.0%

39,765t

101.5%

12,364t

101.2%

3.86%

3.81%

3.92%

3.84%

3.91%

3.82%

3.91%

3.85%

3.92%

3.85%

3.90%

3.79%

3.92%

3.84%

8.74%

8.73%

8.71%

8.71%

8.72%

8.73%

8.70%

8.69%

8.72%

8.72%

8.73%

8.74%

8.73%

8.74%

6.19円

6.21円

6.19円

6.21円

6.19円

6.21円

6.19円

6.21円

6.19円

6.21円

6.19円

6.21円

6.19円

6.21円

35.18円

34.58円

35.72円

34.85円

35.62円

34.70円

35.62円

34.91円

35.69円

34.92円

35.57円

34.44円

35.72円

34.83円

50.36円

50.07円

50.15円

49.95円

50.23円

50.02円

50.11円

49.80円

50.22円

50.00円

50.29円

50.12円

50.29円

50.12円

3.72円

3.71円

3.77円

3.79円

3.76円

3.77円

3.70円

3.75円

3.82円

3.82円

3.74円

3.77円

3.83円

3.75円

95.46円

94.57円

95.84円

94.80円

95.81円

94.70円

95.62円

94.67円

95.93円

94.95円

95.79円

94.55円

96.03円

94.91円

６月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

【全体運】普段以上に行動力が高まりそう。
　やりたいことがあれば、大胆に行動に移
　してみて。海外に関する事柄にもつき
【健康運】疲れを感じやすい月。早めの　
　就寝が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】ナス

【全体運】物事を悪い方に受け止めてしま
　う暗示。意図的にプラス思考を。リフレ
　ッシュには自然の中で過ごすのがベスト
【健康運】不調を感じたら、十分な休養　
　を忘れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】ウニ

【全体運】何かと迷いやすく、優柔不断に
　なってしまうかも。一人で悩まず、身近
　な人に助言を求めて。深呼吸も効果的
【健康運】体のゆがみを正せば健康体に近
　づけそう
【幸運を呼ぶ食べ物】シシトウ

【全体運】周りに対する不平不満や愚痴ばか
　り口にしやすく、運気ダウンを招く恐れ。
　小さなことにも感謝の心を大切に
【健康運】気分が暗くなりがち。お笑いを楽
　しんで
【幸運を呼ぶ食べ物】カワハギ

【全体運】温めていたプランを実行に移す
　のにベスト。積極的にアクションを起こ
　して。自己アピールも成功する可能性大
【健康運】好ペース。のびのび過ごせば、
　問題なし
【幸運を呼ぶ食べ物】カマス

【全体運】サービス精神を発揮すると、運が
　巡ってくる期間。周囲との和を第一に考え
　て。ひらめきアップには音楽鑑賞を
【健康運】食事の質を向上させて。体調に好
　影響が
【幸運を呼ぶ食べ物】桃

【全体運】人との交流から得るものが大きい
　気配。初対面の相手にもフランクに話し掛
　けて。グループレジャーもラッキー
【健康運】ウオーキングなど、気軽にできる
　運動を
【幸運を呼ぶ食べ物】パプリカ

【全体運】神経質になりやすい傾向あり。深
　刻に考えず、肩の力を抜いて楽に構えまし
　ょう。鏡の前で笑顔を作ると開運に
【健康運】ストレス発散には食べるより動く
　のが吉
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴーヤー

【全体運】楽しいことに幸運が。旅行や飲
　み会など、レジャーに誘われたら気軽に
　ＯＫし、出掛けてみて。創作活動も◎
【健康運】体力アップに最適。スポーツを
　満喫して
【幸運を呼ぶ食べ物】トマト

【全体運】思い込みで行動してミスしがち。
　確認作業を忘れずに。また、安請け合い
　はトラブルのもと。シビアに現状認識を
【健康運】運動不足に注意。小まめに動く
　のが正解
【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

【全体運】思い切って、やりたいことにト
　ライすれば新たな発見があるはず。話題
　のジャンルやアイテムに注目するのも吉
【健康運】日々の疲労解消が大事。入浴が
　お勧め
【幸運を呼ぶ食べ物】スダチ

【全体運】趣味など、好きなことに時間を使
　いたい月です。プライベートの充実が幸運
　の呼び水に。ガーデニングもグッド
【健康運】規則正しい生活リズムを心掛けれ
　ば平穏
【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

　納税通知書が届いた方
は、忘れずに納期限まで
に納めましょう。
　なお、納税には便利な
口座振替がおすすめです。
　
　詳しくは、根室振興局
税務課までお問い合わせ
ください。
お問い合わせ先
根室振興局税務課
〒087－8588　
根室市常盤町 3 丁目 28
番地
課税に関すること
（課税係）
0153－24－5479
納税に関すること
（納税課）
0153－24－5466

８月３１日（水）は８月３１日（水）は
個人事業税・第１期個人事業税・第１期
の納期限です。の納期限です。

８月３１日（水）は
個人事業税・第１期
の納期限です。
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